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ウ
と
の
内
容
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
『
史
料
集
明
治
初
期

被
差
別
部
落
』
か
ら
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実
が
読
み
と
れ
る
か
を

概
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
史
料
集
や
そ
の
他
の
一

（
１
）
 

連
の
明
治
初
期
の
史
料
を
駆
使
し
た
研
究
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始

ま
る
の
で
あ
り
、
い
ま
は
見
落
し
て
い
る
多
く
の
歴
史
的
事
実
や
史

料
の
意
義
が
将
来
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま

た
、
今
回
報
告
で
ふ
れ
る
史
料
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
も
、
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
が
独
立
し
た
研
究
テ
ー
マ
と
な
る
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ

り
、
関
連
す
る
史
料
は
こ
の
『
史
料
集
明
治
初
期
被
差
別
部
落
』

の
ほ
か
の
箇
所
で
も
見
出
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
今
回
の
報
告
で
こ
の
史
料
集
の
意
義
を
す
べ
て
言
い

つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
表
面
を
わ
ず
か
に
な
ぞ
る
だ
け

に
終
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

で
も
、
今
回
の
報
告
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
明
治
初
期

の
部
落
史
の
研
究
が
前
進
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の

『
史
料
集
明
治
初
期
被
差
別
部
落
』
の
編
集
の
一
端
を
に
な
っ
た

も
の
と
し
て
の
責
任
で
も
あ
ろ
う
と
考
え
ろ
。

れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
非
人
の
処
置
に
つ
い
て
弾
内
記
が
調
査
を

命
じ
ら
れ
た
（
史
料
３
３
）
。
’
八
七
○
年
、
そ
れ
ま
で
東
京
府
管

轄
で
あ
っ
た
浅
草
・
品
川
の
両
溜
が
刑
部
省
の
管
轄
と
さ
れ
た
（
史

料
９
０
）
。
同
年
、
弾
内
記
は
大
学
東
校
御
用
を
あ
ら
た
め
て
指
示

さ
れ
（
史
料
１
１
３
）
、
翌
一
八
七
一
年
に
は
民
部
省
へ
の
出
頭
を

命
じ
ら
れ
て
い
ろ
（
史
料
１
６
３
）
。

非
人
に
関
し
て
は
、
一
八
六
八
年
に
北
裁
判
所
移
転
に
あ
た
っ
て

非
人
小
頭
が
従
来
通
り
仮
牢
番
勤
め
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
弾
内
記

の
願
い
が
許
可
さ
れ
た
り
（
史
料
１
２
）
、
翌
一
九
六
九
年
に
は
非

人
乞
食
小
屋
を
弾
内
記
手
下
の
者
に
取
払
う
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
（
史
料
４
２
）
、
一
八
七
一
年
に
は
い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
中
断

し
て
い
た
非
人
川
廻
船
（
非
人
の
役
儀
と
し
て
の
川
流
れ
の
不
浄
物

を
取
揚
げ
る
た
め
の
船
）
再
興
が
は
か
ら
れ
て
い
く
こ
と
（
史
料
１

６
６
ほ
か
）
な
ど
が
史
料
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

史
料
１
８
１
そ
の
他
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
非
人
小

屋
の
所
在
、
さ
ら
に
は
各
非
人
頭
が
支
配
し
て
い
た
地
域
な
ど
を
よ

り
明
確
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
史
料
４
４
３

１
４
４
７
（
「
雑
訴
綴
込
囚
獄
・
弾
内
記
・
両
溜
」
）
は
、
一
八
六

九
年
二
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
病
気
の
囚
人
や
行
倒
人
の
姿
を
、

入
牢
・
溜
預
の
時
期
、
出
身
地
、
出
身
階
層
、
年
齢
、
性
別
、
病
状

な
ど
と
と
も
に
克
明
に
記
録
し
て
い
ろ
。
当
時
の
囚
獄
・
両
溜
や
そ

こ
に
登
場
す
る
穣
多
。
非
人
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
不
可

一
八
六
八
年
五
月
、
弾
内
記
が
あ
た
ら
し
く
市
政
裁
判
所
附
に
任

命
さ
れ
た
際
に
提
出
し
た
一
連
の
史
料
が
あ
る
（
史
料
３
）
。
そ
の

二
、
近
世
賎
民
制
の
動
揺

う
ち
役
儀
を
書
き
上
げ
た
部
分
に
は
、
「
御
仕
置
御
用
都
而
相
勤
申

候
」
「
両
御
丸
時
之
御
太
鼓
、
御
陣
御
太
鼓
御
新
調
御
張
替
共
御
用

被
仰
付
候
時
と
相
勤
申
侯
」
「
御
用
灯
心
之
儀
者
、
月
と
御
油
座
津

田
小
十
郎
方
江
相
納
申
侯
」
な
ど
、
従
来
か
ら
引
き
つ
が
れ
て
き
た

内
容
と
あ
わ
せ
て
、
「
海
陸
軍
付
病
院
御
用
相
勤
申
侯
」
と
い
っ
た
、

維
新
の
変
革
期
な
ら
で
は
の
項
目
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

右
の
よ
う
な
役
儀
の
内
容
も
、
そ
の
ま
ま
変
化
す
る
こ
と
な
く
一

八
七
一
年
八
月
の
太
政
官
布
告
を
迎
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
こ
の
間
の
新
政
府
に
よ
る
数
々
の
政
策
に
影
響
さ

れ
、
あ
る
い
は
現
実
に
進
行
す
る
賎
民
制
度
そ
の
も
の
の
動
揺
を
反

映
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

一
八
六
八
年
、
時
の
太
鼓
張
替
え
を
勤
め
た
褒
美
と
し
て
、
弾
内

記
は
金
三
干
疋
を
与
え
ら
れ
（
史
料
２
０
）
、
同
年
、
東
京
府
は
あ
ら

た
め
て
弾
内
記
に
、
迩
革
絆
綱
を
今
後
も
ひ
き
つ
づ
い
て
上
納
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
ろ
（
史
料
２
８
）
。
ま
た
一
八
七
○
年
に
は
弾
内

記
か
ら
の
皮
革
製
造
願
い
が
許
可
さ
れ
、
兵
部
省
へ
の
出
頭
が
指
示

さ
れ
た
（
史
料
１
１
８
）
。

や
は
り
一
八
六
八
年
、
獄
門
検
使
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と
に
と
も

な
う
新
た
な
指
示
が
弾
内
記
に
出
さ
れ
て
い
ろ
（
史
料
１
０
）
。
同

年
、
諸
経
費
高
騰
の
折
柄
、
囚
獄
に
か
か
わ
る
非
人
な
ど
へ
の
手
当

引
上
げ
の
願
い
が
囚
獄
長
か
ら
出
さ
れ
て
許
可
さ
れ
た
（
史
料
２

９
）
。
翌
一
八
六
九
年
に
は
、
追
放
所
払
い
の
刑
が
徒
罪
に
か
え
ら

欠
の
史
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

天
皇
制
と
か
か
わ
っ
て
は
、
一
八
六
八
年
に
天
皇
行
幸
に
あ
た
っ

て
穣
多
村
を
莚
で
隠
す
通
達
や
（
史
料
１
７
）
、
弾
内
記
配
下
の
者

に
酒
等
を
与
え
る
こ
と
の
是
非
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
史
料
２

７
）
、
ま
た
勅
使
下
向
の
た
め
品
川
溜
な
ど
を
見
廻
る
よ
う
指
示
が

さ
れ
た
り
（
史
料
１
８
）
、
翌
一
八
六
九
年
に
は
天
皇
誕
生
日
に
囚

人
や
付
人
非
人
女
な
ど
へ
食
用
金
を
給
付
し
た
り
（
史
料
６
２
）
、

穣
多
・
非
人
を
含
む
八
八
歳
以
上
の
者
に
扶
持
を
渡
す
こ
と
（
史
料

７
７
）
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
ろ
。

ま
た
、
以
下
は
す
で
に
「
解
題
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一

八
六
九
年
に
弾
内
記
と
北
海
道
移
住
（
史
料
５
１
）
な
ら
び
に
下
総

開
墾
場
へ
の
移
住
（
史
料
６
０
）
に
関
連
し
た
記
録
が
あ
る
。
ま
た

同
年
に
開
設
さ
れ
た
高
輪
救
育
所
（
史
料
６
５
）
お
よ
び
同
所
で
の

弾
内
記
手
代
な
ど
に
よ
る
病
人
看
護
の
姿
を
描
く
史
料
（
史
料
１
１

０
）
な
ど
も
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
も
「
解
題
」
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
強
調
さ
れ
た
よ

う
に
、
こ
の
時
期
、
幕
末
の
弾
左
衛
門
身
分
引
上
げ
を
め
ぐ
っ
て
風

聞
（
史
料
２
）
や
、
士
分
に
編
入
さ
れ
た
の
か
と
い
う
東
京
府
へ
の

問
合
せ
が
刑
法
官
（
史
料
４
７
）
、
集
議
院
（
史
料
９
５
）
、
韮
山

県
（
史
料
９
６
）
、
日
光
県
（
史
料
１
０
８
）
、
外
務
省
（
史
料
１

３
８
）
、
浦
和
県
（
史
料
１
７
７
）
な
ど
か
ら
あ
い
つ
い
で
い
る
。

ま
た
賎
民
制
の
動
揺
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
武
州
長
吏
小
頭
の
動
き
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（
史
料
９
５
）
、
乞
胸
の
苗
字
使
用
問
合
せ
（
史
料
１
２
０
）
、
弾

内
記
手
代
の
苗
字
使
用
（
史
料
１
２
１
）
、
弾
内
記
か
ら
の
醜
名
除

去
等
の
嘆
願
（
史
料
１
２
６
）
、
宮
谷
県
下
非
人
の
騒
動
（
史
料
１

６
７
）
な
ど
が
あ
い
つ
い
で
い
ろ
。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
は
大
き
な
研
究
課
題
で
あ
り
、
本
史
料
集

が
「
中
央
と
地
方
、
そ
し
て
ま
た
近
世
と
近
代
と
い
う
二
つ
の
軸
が

交
叉
す
る
地
点
に
立
っ
て
い
ろ
」
（
「
解
題
」
一
○
’
八
頁
）
と
い

う
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

料
１
８
９
）
、
十
一
月
に
も
弾
直
記
配
下
の
徒
罪
人
で
あ
る
番
非
人

一
一
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
県
へ
引
渡
さ
れ
ろ
な
ど
（
史
料
２
１
１
）
、

具
体
的
な
措
置
が
進
ん
で
い
っ
た
。

な
お
、
一
八
六
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
高
輪
救
育
所
は
、
一
八
七
一

年
十
月
に
廃
止
さ
れ
（
史
料
２
０
０
）
、
同
所
は
北
紺
屋
町
の
福
島

嘉
兵
衛
に
無
代
貸
与
さ
れ
て
い
る
（
史
料
２
０
１
）
。

非
人
身
分
も
穣
多
身
分
と
同
様
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
に
よ
っ
て

廃
止
が
宣
言
さ
れ
た
。
非
人
頭
車
善
七
な
ど
の
居
住
地
も
、
一
八
七

二
年
八
月
に
沽
券
地
と
さ
れ
、
売
買
可
能
な
土
地
と
な
り
、
千
束
村

に
合
併
さ
れ
た
（
史
料
２
２
８
）
。

非
人
の
役
儀
の
一
つ
で
あ
っ
た
川
に
流
れ
る
不
浄
物
の
取
揚
げ
に

つ
い
て
は
、
「
解
放
令
」
の
直
前
ま
で
川
廻
船
再
興
の
動
き
が
あ
っ

た
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
こ
の
川
廻
船
再
興
の
計
画
は
、
「
解

放
令
」
直
後
の
九
月
に
大
蔵
省
か
ら
の
指
示
で
中
止
と
な
っ
た
（
史

料
１
８
４
）
。
刑
吏
役
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
九
月
に
牢
屋
敷
の
近

火
の
際
に
駈
け
つ
け
る
人
足
の
法
被
を
返
却
し
た
こ
と
（
史
料
１
９

１
）
、
仮
牢
番
の
常
番
人
を
廃
止
し
た
こ
と
（
史
料
１
９
３
、
た
だ

し
こ
の
場
合
に
は
最
寄
り
の
非
人
を
一
層
上
げ
る
こ
と
を
指
示
）
な
ど

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
溜
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
溜
の
役
割
で
あ
っ
た
い
わ

ば
「
警
察
病
院
」
（
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
九
九
頁
）
と
し
て
の
機
能

が
い
つ
廃
止
さ
れ
た
の
か
、
今
回
の
史
料
集
で
は
明
確
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
一
八
七
一
年
の
大
政
官
布
告
に
よ
っ
て
近
世
の
賎
民

制
度
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
う
け
た
の
か
。

ま
ず
穣
多
身
分
は
、
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
廃
止
を
宣

言
さ
れ
た
。
東
京
府
に
お
い
て
は
、
大
政
官
が
布
告
し
た
翌
日
の
旧

暦
八
月
二
九
日
に
、
府
下
に
公
布
さ
れ
て
い
ろ
（
史
料
１
８
２
）
。

居
住
地
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
「
解
題
」
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
弾
た
ち
の
居
住
地
は
「
拝
領
地
」
で
あ
る
こ
と
が
絵
図
面
か
ら

わ
か
り
（
史
料
２
０
７
）
、
上
地
を
命
じ
ら
れ
た
（
史
料
１
８
３
）
。

こ
れ
は
た
ん
に
所
有
権
を
明
確
に
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
り
、
直
後

に
居
住
者
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
（
史
料
２
１
９
）
。

だ
が
現
実
に
は
、
上
地
へ
の
反
対
運
動
が
お
こ
る
な
ど
の
粁
余
曲
折

三
、
近
世
賎
民
制
の
解
体

を
へ
て
上
地
は
撤
回
さ
れ
、
翌
一
八
七
二
年
七
月
に
地
券
が
交
付
さ

れ
た
（
史
料
２
２
７
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
は
、
自
由
に
売

買
さ
れ
る
土
地
に
変
質
し
た
の
で
あ
る
（
「
解
題
」
一
○
四
六
’
八

頁
）
。

家
職
の
う
ち
灯
心
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
一
年
九
月
に
弾
直
樹
の

灯
心
会
所
が
廃
止
さ
れ
、
灯
心
・
藺
殼
の
独
占
売
買
権
が
否
定
さ
れ

て
い
ろ
（
史
料
１
９
４
）
。
ま
た
蕊
牛
馬
処
理
権
に
つ
い
て
は
、
周

知
の
よ
う
に
す
で
に
「
解
放
令
」
が
出
る
以
前
の
三
月
に
太
政
官
か

ら
蕊
牛
馬
勝
手
処
理
令
が
布
告
さ
れ
た
（
史
料
１
４
４
）
。
た
だ
し
、

こ
の
布
告
に
た
い
し
て
弾
直
樹
は
、
六
月
に
鍵
牛
馬
処
理
権
の
復
活

を
求
め
る
嘆
願
を
兵
部
省
に
出
し
て
い
ろ
（
史
料
１
７
０
）
。
弾
直

樹
は
．
方
で
全
国
の
長
吏
へ
の
支
配
を
強
化
す
る
こ
と
を
権
力
の

側
に
は
か
り
、
他
方
で
家
業
と
し
て
い
た
仕
事
を
守
り
、
そ
の
独
占

権
を
維
持
す
る
こ
と
を
通
じ
て
そ
の
支
配
を
固
め
よ
う
」
（
「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
八
九
頁
）
と
し
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

（
２
）
 

家
職
に
対
応
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
儀
、
灯
心
お
よ
び
皮
革
の
上
納
を

廃
止
す
る
こ
と
に
言
及
し
た
史
料
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
「
解
放

令
」
に
よ
っ
て
職
業
が
平
民
同
様
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
役

儀
も
消
滅
し
て
い
っ
た
。

役
儀
の
う
ち
仕
置
役
に
つ
い
て
は
、
「
解
放
令
」
公
布
の
直
後
か

ら
そ
の
具
体
的
措
置
が
問
題
と
な
っ
て
い
ろ
（
史
料
１
８
３
な
ど
）
。

九
月
に
は
弾
直
樹
配
下
の
罪
人
三
十
名
が
司
法
省
へ
引
渡
さ
れ
（
史

た
だ
、
一
八
七
二
年
十
月
に
は
そ
れ
ま
で
東
京
府
が
収
容
し
て
い
た

窮
民
を
旧
加
賀
藩
邸
に
う
つ
し
て
長
谷
部
善
七
に
世
話
を
ま
か
せ
、

ひ
き
続
い
て
そ
の
窮
民
を
浅
草
溜
に
移
し
て
い
る
こ
と
（
史
料
４
５

０
Ⅱ
東
京
会
議
所
沿
革
一
覧
）
、
翌
一
八
七
三
年
一
月
に
な
っ
て
そ

の
う
ち
壮
健
の
者
七
十
八
名
を
日
雇
会
社
へ
、
二
月
に
は
病
弱
の
者

な
ど
を
東
京
都
養
育
院
へ
引
渡
し
て
お
り
（
史
料
２
５
１
，
２
６

２
）
、
溜
自
体
は
そ
の
機
能
を
変
え
な
が
ら
こ
の
時
期
ま
で
存
続
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ろ
。

な
お
弾
直
樹
の
居
住
地
内
に
は
や
は
り
賎
民
身
分
で
あ
っ
た
猿
飼

が
住
ん
で
い
た
が
、
猿
飼
に
た
い
す
ろ
具
体
的
な
措
置
を
示
す
史
料

は
今
回
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

賎
民
身
分
で
は
な
い
が
、
乞
胸
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
一
年
十
月

に
乞
胸
頭
の
支
配
を
解
除
す
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
て
い
る
（
史
料
２

０
２
）
。
ま
た
願
人
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
三
年
八
月
に
、
そ
の
称

を
廃
し
戸
籍
の
記
載
を
改
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
ろ
（
史
料
２
９

６
）
。

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
近
世
賎
民
身
分
と
し
て
の
穣
多
・
非

人
は
、
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
そ
の
廃
止
が
宣
言
さ
れ
た

の
み
で
な
く
、
そ
の
前
後
の
具
体
的
な
措
置
の
な
か
で
近
世
賎
民
身

分
と
し
て
の
特
徴
を
失
な
い
、
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う
に
し
て
解
体
さ
れ
た
賎
民
身
分
は
、
近
代
社
会
へ
ど

の
よ
う
に
組
み
こ
ま
れ
、
明
治
以
降
の
新
し
い
社
会
問
題
と
し
て
の

部
落
問
題
を
生
じ
せ
し
め
る
に
い
た
る
の
か
。

か
つ
て
新
町
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
た
弾
な
ど
の
居
住
地
は
亀

岡
町
と
改
称
し
、
他
の
町
と
同
様
に
町
役
を
立
て
る
こ
と
と
し
、
弾

直
樹
が
町
年
寄
と
な
る
（
史
料
１
９
８
）
。
当
初
、
五
大
区
十
三
小

区
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
が
、
後
の
改
正
に
よ
っ
て
十
大
区
三
小
区
と

な
る
。

近
年
、
部
落
を
近
世
か
ら
貧
困
の
一
色
で
描
き
出
す
こ
と
へ
の
疑

問
が
示
さ
れ
、
貧
困
は
明
治
以
降
深
刻
に
な
っ
た
と
の
視
点
が
提
示

（
３
）
 

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
指
摘
は
、
蕊
牛
馬
の
処
理
や
藺
殼
・
灯
心
の

独
占
に
依
拠
し
て
い
た
部
落
の
上
層
に
と
く
に
あ
て
は
ま
る
だ
ろ

う
。
独
占
の
廃
止
に
よ
っ
て
灯
心
は
壊
滅
し
、
蕊
牛
馬
処
理
は
商
品

経
済
の
な
か
へ
投
げ
こ
ま
れ
て
い
く
。
か
つ
て
は
無
償
で
手
に
入
れ

て
い
た
鼈
牛
馬
は
有
償
と
な
り
、
そ
れ
で
も
な
お
入
手
が
困
難
で
あ

っ
た
当
時
の
状
況
は
、
「
昨
年
中
鼈
牛
馬
持
主
勝
手
埋
可
弔
旨
之
御

布
告
御
座
侯
一
一
付
、
蕊
牛
馬
為
剥
取
候
持
主
無
之
故
、
空
敷
土
中
一
一

廃
リ
候
得
者
、
革
類
払
底
者
勿
論
之
義
一
一
付
、
今
般
私
共
申
合
、
全

国
蕊
牛
馬
相
当
之
価
ヲ
以
持
主
右
買
取
、
革
靴
其
外
製
造
仕
度
候
一
一

付
、
国
内
一
般
之
蕊
牛
馬
皮
類
、
私
共
江
御
委
任
被
成
下
置
度
段
」

５
）
、
牛
馬
売
買
（
史
料
１
４
２
）
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
「
解

放
令
」
以
後
は
、
野
犬
収
集
（
史
料
２
７
５
，
３
４
６
）
、
桑
・
茶

な
ど
の
商
品
作
物
の
植
付
（
史
料
３
２
５
）
に
の
り
出
す
と
と
も

に
、
一
部
に
は
膨
大
な
土
地
の
集
積
を
は
か
ろ
う
と
す
る
事
例
（
史

料
３
８
５
）
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
重
要
な
問
題
は
、
蕊
牛
馬
の
勝
手
処
理
令
が
出
さ
れ

「
解
放
令
」
が
出
さ
れ
た
の
ち
、
蕊
牛
馬
を
買
い
集
め
る
皮
革
会
社

が
設
立
さ
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
史
料
集
で
は
、
以
下
の

五
社
が
確
認
さ
れ
ろ
。

①
蕊
牛
馬
革
取
扱
会
社
（
史
料
２
２
４
）
’
’
八
七
二
年

②
蕊
牛
馬
商
人
処
（
史
料
２
４
６
）
Ｉ
（
同
右
）

③
牛
馬
皮
革
取
扱
会
社
（
史
料
２
７
２
）
’
一
八
七
三
年

④
諸
獣
皮
取
扱
会
社
吏
料
２
８
５
）
Ｉ
（
同
右
）

⑤
蕊
牛
馬
取
扱
製
造
所
吏
料
２
９
７
）
Ｉ
（
同
右
）

と
の
う
ち
の
①
②
③
は
、
部
落
民
の
手
に
よ
る
（
あ
る
い
は
そ
の

経
営
に
参
加
し
て
い
ろ
）
会
社
で
あ
る
。
と
く
に
③
は
弾
良
祐
（
又

は
良
輔
）
が
一
八
七
一
一
一
年
一
一
一
月
に
設
立
し
た
も
の
だ
が
、
同
年
六
月

に
は
設
立
中
止
の
願
い
が
出
さ
れ
て
い
ろ
（
史
料
２
８
７
）
。
⑤
は

不
明
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
④
で
、
そ
の
後
に
社
名
を
「
相
益
社
」
「
方
栄
社
」

と
変
え
な
が
ら
存
続
し
て
い
き
、
関
連
す
る
史
料
も
多
数
収
録
さ
れ

て
い
ろ
。
フ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
大
部
分
を
一
度
は
捨
て
よ
う
か

四
、
近
代
社
会
へ
の
再
編
成
（
１
）

（
史
料
２
２
４
）
と
い
う
文
面
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ろ
。
近
世
も
近

代
以
降
も
同
じ
よ
う
に
皮
革
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
て
も
、
そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
の
意
義
は
ま
っ
た
く
異
に
し
て
い
ろ
。

部
落
の
大
多
数
の
民
衆
の
生
活
も
ま
た
、
窮
状
が
進
行
し
て
い
た

こ
と
は
、
「
今
般
穣
多
非
人
平
民
一
一
編
入
侯
趣
被
仰
出
侯
得
共
、
貯

金
且
者
産
業
御
座
候
者
ハ
活
計
之
策
も
可
有
之
侯
得
と
も
、
貯
金
も

無
之
も
の
ハ
無
産
与
相
成
、
当
惑
仕
者
数
多
有
之
」
（
史
料
２
２
４
）

と
い
う
記
述
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
り
わ
け
、
か
つ
て
の
非
人
の
場
合
、
「
解
題
」
二
○
五
一
頁
）

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
車
善
七
な
ど
の
居
住
地
の
所
有
権

が
そ
の
住
民
全
体
に
で
は
な
く
善
七
個
人
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
（
史

料
２
２
８
）
、
ま
た
川
岸
地
な
ど
の
場
合
に
は
非
人
の
土
地
所
有
が

否
定
ざ
れ
官
有
地
と
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
（
史
料
３
８
２
）
な
ど

は
、
下
層
の
非
人
で
あ
っ
た
人
々
に
苛
酷
な
も
の
と
し
て
作
用
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
ろ
。
「
官
有
地
取
調
書
」
（
史
料
４
５

１
）
は
穣
多
・
非
人
屋
敷
地
の
商
品
化
が
旧
死
馬
捨
地
な
ど
と
と
も

に
進
行
し
て
い
っ
た
姿
を
示
し
て
お
り
（
「
解
題
」
一
○
四
八
１
五

○
頁
）
、
「
解
放
令
」
が
も
た
ら
し
た
現
実
に
つ
い
て
検
討
す
る
う

え
で
重
要
で
あ
る
。

だ
が
部
落
民
は
、
生
活
の
窮
乏
化
に
甘
ん
じ
て
い
た
ば
か
り
で
は

な
い
。
す
で
に
「
解
放
令
」
以
前
か
ら
部
落
民
に
よ
る
新
し
い
職
域

へ
の
進
出
が
み
ら
れ
、
蚕
種
紙
製
造
・
販
売
（
史
料
１
０
４
，
１
３

と
考
え
た
と
言
わ
れ
た
、
い
わ
く
つ
き
の
史
料
で
あ
る
。

こ
の
会
社
の
設
立
に
は
、
直
接
部
落
民
は
参
加
し
て
い
な
い
。
と

こ
ろ
が
全
国
各
地
域
に
ち
ら
ば
る
社
中
人
員
の
な
か
に
は
部
落
民
も

含
ま
れ
（
史
料
３
３
７
，
３
９
５
）
、
ま
た
実
際
に
各
地
で
蕊
牛
馬

を
収
集
す
る
出
張
所
は
ほ
と
ん
ど
「
事
馴
候
」
部
落
民
に
ま
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
史
料
４
２
０
，
４
２
８
，
４
２
９
，
４
３

５
）
。
と
く
に
史
料
３
９
５
に
は
、
社
則
を
は
じ
め
「
各
県
管
下
創

立
証
書
写
」
や
「
各
支
社
牛
馬
取
扱
概
表
」
「
諸
入
費
計
算
表
」
な

ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
皮
革
会
社
の
一
典
型
と
し
て
、

現
実
の
皮
革
の
流
通
や
そ
の
な
か
で
の
部
落
の
位
置
な
ど
の
分
析
に

と
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
史
料
と
な
る
と
思
わ
れ
ろ
。

な
お
屠
牛
に
つ
い
て
は
「
解
題
」
で
も
ふ
れ
た
が
、
ま
ず
開
港
場

か
ら
部
落
外
の
者
の
手
で
始
め
ら
れ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
り
、

今
回
の
史
料
集
で
も
こ
れ
を
く
つ
が
え
す
史
料
は
出
て
い
な
い
。
東

京
で
の
屠
牛
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
石
井
研
堂

「
明
治
事
物
起
源
』
で
は
す
で
に
幕
末
に
芝
白
金
で
中
川
嘉
兵
衛
が

始
め
た
と
さ
れ
、
ま
た
『
東
京
百
年
史
』
（
別
巻
Ⅱ
年
表
・
索
引
）

一
一
一
一
一
○
頁
に
は
「
明
治
元
年
」
の
項
に
「
こ
の
年
芝
に
私
設
の
屠
牛

場
開
設
」
と
あ
る
（
た
だ
し
出
典
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
）
。
し
か

し
史
料
１
４
０
に
よ
れ
ば
一
八
六
九
年
と
さ
れ
て
い
て
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。

な
お
部
落
民
に
よ
る
屠
牛
に
つ
い
て
は
、
中
西
義
雄
「
日
本
皮
革
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産
業
の
史
的
発
展
（
ご
」
（
『
部
落
問
題
研
究
』
第
二
輯
）
で
は

一
八
七
一
一
年
以
後
と
さ
れ
て
い
ろ
（
出
典
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
）
。

は
た
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
部
落
民
の
手
に
よ
る
屠
牛
が
始
ま

り
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
部
落
産
業
の
代
表
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
状
態

が
生
ま
れ
、
部
落
民
に
た
い
す
ろ
偏
見
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の

か
、
な
お
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
が
出
た
の
ち
、
被
差
別
部
落
に
た
い
す
ろ

意
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
と
く
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

当
時
の
差
別
意
識
の
状
況
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
史
料
が
、
本

史
料
集
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
七
一
年
十
一
月
に

出
さ
れ
た
住
民
か
ら
の
意
見
上
申
（
史
料
２
１
３
）
の
な
か
に
は
、

穣
多
・
非
人
に
つ
い
て
「
殊
二
平
民
二
編
入
侯
共
彼
等
与
卒
一
一
交
和

親
近
之
者
も
無
之
、
中
二
者
薦
ヲ
被
り
道
路
二
打
伏
候
も
の
所
と
一
一

相
見
江
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
一
八
七
三
年
、
朱
引
外
へ
の
移

転
を
指
示
さ
れ
た
白
革
職
は
「
浅
草
亀
岡
町
皮
屋
共
之
製
侯
牛
馬
製

精
中
臭
気
甚
敷
物
一
一
而
、
白
革
職
之
者
共
牛
馬
は
決
而
取
扱
不
申
、

往
古
右
白
革
職
穣
多
皮
職
与
別
業
一
一
御
座
侯
」
と
主
張
し
て
い
る

（
史
料
３
０
５
）
。

設
立
願
（
一
八
七
七
年
）
に
は
「
新
民
」
の
記
載
が
み
ら
れ
る
（
史

料
４
２
０
な
ど
）
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
従
来
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う

な
「
元
穣
多
非
人
」
（
史
料
１
８
６
、
一
八
七
一
年
）
、
「
旧
非
人
」

（
史
料
１
９
３
、
同
年
）
な
ど
の
名
称
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、

「
解
放
令
」
の
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
指
示
す
る
東
京
府
の
指
令

の
な
か
で
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
す
べ
て
が
差
別
的
な
文
脈

の
な
か
で
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
被
差
別
部
落
を
し

め
す
名
称
の
変
遷
を
検
討
す
る
場
合
の
一
つ
の
史
料
と
な
る
だ
る

》
っ
。な
お
、
「
稜
」
の
意
識
と
か
か
わ
っ
て
は
、
一
八
六
八
年
に
服
忌

に
つ
い
て
は
旧
幕
の
慣
例
通
り
心
得
る
べ
き
か
と
の
伺
い
を
裁
可
し

た
史
料
（
史
料
９
）
、
一
八
七
一
年
に
妻
出
産
時
の
産
稔
引
の
制
を

廃
止
す
る
通
達
（
史
料
１
４
９
）
、
一
八
七
三
年
に
神
田
神
社
か
ら

教
部
省
に
出
さ
れ
た
混
穣
の
制
廃
止
に
つ
い
て
の
伺
い
を
裁
可
し
た

（
４
）
 

史
料
（
史
料
２
７
６
）
な
ど
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
以
降
に
被
差
別
部
落
に
た
い
し
て
む
け
ら
れ
た

差
別
意
識
は
、
た
ん
に
封
建
的
な
差
別
観
念
（
「
因
襲
」
）
だ
け
で

は
な
く
、
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾
と
結
び
つ
い
た
差
別
観
念
（
「
貧

困
」
「
不
潔
」
「
無
学
」
）
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
、
か
つ

（
５
）
 

て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
「
貧
困
」
等
々
を
差
別
す
る
十

分
な
根
拠
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
く
に
は
、
資
本
主
義
の
発
展
そ
の

も
の
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
新
政
府
の
政
策
に
よ
る
国
民
へ
の
生

五
、
近
代
社
会
へ
の
再
編
成
（
２
）

一
八
七
五
年
、
先
に
も
ふ
れ
た
相
益
社
は
「
起
業
見
込
書
」
を
書

い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
蕊
牛
馬
が
勝
手
処
理
に
な
り
「
解
放
令
」

が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
豈
図
ラ
ン
ャ
束
縛
ノ
晒
習
ヲ
一
洗
シ

テ
、
之
レ
ニ
易
ル
ー
一
簡
易
至
当
ノ
方
法
未
タ
立
サ
ル
ョ
リ
、
多
年
ノ

弊
習
未
夕
脱
セ
ス
、
僻
敵
頑
固
ノ
人
民
一
一
至
ツ
テ
ハ
、
山
二
埋
〆
野

一
一
投
シ
、
甚
タ
シ
キ
ハ
香
花
ヲ
供
シ
テ
弔
祭
ス
ル
等
ノ
晒
俗
ア
リ
、

而
シ
テ
旧
穣
多
ナ
ル
者
ヲ
視
ル
コ
ト
菅
年
二
異
ナ
ラ
ス
、
名
ハ
平
民

タ
リ
ト
錐
ト
モ
、
其
実
共
二
歯
セ
サ
ル
コ
ト
各
地
方
大
抵
皆
然
リ
、

依
テ
旧
稔
多
ナ
ル
者
ハ
度
外
二
処
セ
ラ
ル
、
ヲ
漸
槐
シ
、
更
二
業
ヲ

変
シ
テ
商
寶
ト
ナ
ル
者
儘
有
之
、
於
是
乎
獣
皮
ヲ
取
扱
う
者
益
と
其

人
二
乏
シ
ク
、
随
テ
因
襲
ノ
晒
弊
益
長
シ
」
と
当
時
の
状
況
を
書
い

て
い
ろ
（
史
料
３
８
０
）
。

さ
ら
に
、
一
八
七
七
年
に
部
落
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
区
内
取
締
意

見
書
」
の
な
か
に
は
、
「
亀
岡
町
三
ヶ
町
ハ
、
累
年
人
ノ
忌
僻
ヲ
受

ル
ハ
、
皮
革
ヲ
取
扱
上
不
品
行
ヨ
リ
、
従
テ
区
域
ヲ
異
一
一
シ
、
交
際

拒
絶
二
至
ル
ト
錐
言
概
ネ
臭
稔
二
根
拠
セ
リ
」
と
、
被
差
別
部
落

に
た
い
す
る
差
別
意
識
の
状
況
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
ろ
（
史
料
４
３

７
）
。

ま
た
、
被
差
別
部
落
（
民
）
を
あ
ら
わ
す
名
称
と
し
て
は
、
諸
獣

皮
取
扱
会
社
設
立
の
嘆
願
書
（
一
八
七
三
年
）
の
中
に
「
旧
稔
村
」

の
記
述
（
史
料
２
８
５
）
、
蕊
牛
馬
取
扱
製
造
所
の
設
立
願
（
同
年
）

に
「
稔
村
平
民
」
（
史
料
２
９
７
）
、
方
栄
社
か
ら
各
県
へ
の
分
社

活
・
労
働
の
新
し
い
規
律
の
強
制
が
果
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ

と
も
無
視
で
き
な
い
。

す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
だ
が
、
新
政
府
は
た
と
え
ば
裸

体
や
混
浴
、
行
水
と
い
っ
た
生
活
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
と
こ
ろ
ま
で

様
々
に
禁
止
や
制
限
を
加
え
て
い
く
（
史
料
２
３
２
な
ど
）
。
一
八

七
一
一
年
に
東
京
府
で
制
定
さ
れ
た
「
違
式
詮
違
条
例
」
（
史
料
２
４

（
６
）
 

５
）
の
諸
条
項
は
こ
う
し
た
規
制
内
容
に
満
ち
て
お
り
、
こ
う
し
た

内
容
に
違
反
す
る
も
の
（
あ
る
い
は
違
反
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
）

を
反
社
会
的
な
存
在
と
み
な
す
意
識
を
形
成
す
る
う
え
で
大
き
な
役

割
を
果
し
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ろ
。

ま
た
救
貧
対
策
が
、
少
な
く
と
も
一
八
七
○
年
こ
ろ
ま
で
は
市
民

に
よ
る
施
し
を
奨
励
し
て
い
な
が
ら
（
史
料
９
９
，
１
０
３
）
、
一

八
七
二
年
の
段
階
で
は
「
従
来
乞
食
等
江
米
銭
ヲ
与
フ
ル
ハ
、
畢
寛

姑
息
之
情
ヨ
リ
出
候
事
二
而
、
其
実
ハ
一
時
飢
饅
ヲ
免
カ
レ
シ
ム
ル

而
已
、
却
而
其
者
ヲ
放
逸
一
一
至
ラ
シ
ム
ル
ニ
付
、
米
銭
ヲ
与
へ
候
儀

ハ
ー
切
不
相
成
」
（
史
料
２
３
５
）
と
い
う
立
場
へ
百
八
十
度
転
換

し
、
施
し
を
し
た
当
人
へ
も
過
料
を
課
す
る
と
し
た
こ
と
は
、
「
貧

困
」
に
た
い
す
る
意
識
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
だ
ろ

一
つ
。東
京
会
議
所
は
、
窮
民
救
済
策
と
し
て
一
八
七
二
年
に
工
作
場
、

日
雇
会
社
の
設
立
（
史
料
２
３
９
）
、
一
八
七
四
年
に
は
養
育
院
力

役
場
の
設
立
（
史
料
３
３
６
）
を
建
言
・
実
現
し
、
窮
民
へ
の
職
業
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訓
練
Ⅱ
労
働
規
律
の
強
制
を
実
施
し
て
い
く
。

あ
る
い
は
皮
革
業
に
た
い
す
ろ
意
識
に
し
て
も
、
従
来
か
ら
あ
っ

た
差
別
意
識
が
、
商
品
生
産
と
し
て
の
大
量
生
産
に
う
つ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
臭
気
が
よ
り
甚
大
に
な
り
、
差
別
意
識
を
助
長
し
た
面

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
除
鰯
後
ノ
該
町
ノ

臭
穣
ナ
ル
、
往
昔
一
一
陪
捷
ス
、
加
ル
ー
犬
ヲ
殺
シ
蕊
馬
ヲ
剥
キ
死
肉

ヲ
販
ル
ー
至
リ
テ
モ
、
誰
一
人
ノ
制
止
ス
ル
ナ
シ
」
（
史
料
４
３
７
）

と
い
っ
た
状
況
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
皮
革
業
者
の
朱
引
外

移
転
（
史
料
２
９
９
）
や
蕊
獣
類
の
皮
剥
取
場
を
新
た
に
四
十
カ
所

設
定
す
る
事
態
（
史
料
３
０
３
，
３
０
４
）
も
出
て
く
る
と
い
え

る
。

り
、
そ
の
内
部
の
詳
し
い
復
元
の
一
助
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
多
く
の
論
者
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
本
史
料
集

に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
史
料
の
も
っ
て
い
る
本
当
の
値
打
ち
は
、
関

東
の
部
落
大
衆
の
眼
を
通
る
と
き
、
真
の
意
味
で
明
ら
か
に
さ
れ
ろ

（
７
）
 

で
ろ
う
」
。
そ
の
意
味
で
、
部
落
史
の
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
出

来
る
限
り
多
く
の
部
落
解
放
運
動
の
活
動
家
や
解
放
教
育
を
実
践
さ

れ
て
い
る
教
育
現
場
の
人
び
と
に
、
本
史
料
等
を
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

以
上
、
今
回
の
報
告
で
紹
介
し
た
よ
う
な
事
実
は
、
本
史
料
集
の

ご
く
表
面
を
な
ぞ
っ
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
多
く
の
、
し
か

も
重
要
な
歴
史
的
事
実
が
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。
「
解
題
」
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
あ
わ
せ
て
、
今
回
の
報
告

が
そ
う
し
た
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
史
料
集
の
意
義
は
、
た
ん
に
近
世
・
近
代
の
部
落

史
研
究
に
具
体
的
な
事
実
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は

な
い
。
東
京
を
中
心
と
す
る
関
東
一
円
、
さ
ら
に
は
西
日
本
も
含
め

（
３
）
た
と
え
ば
中
尾
健
次
「
近
世
に
お
け
る
差
別
意
識
の
構
造
」
（
『
部

落
解
放
研
究
』
二
五
号
、
一
九
八
一
年
一
一
一
月
）
な
ど
。

（
４
）
な
お
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
「
積
」
と
は
死
穣
・
食
肉

穂
。
同
火
穣
・
月
経
積
・
灸
治
稜
・
出
血
穂
・
其
外
諸
穣
と
さ
れ
て
い

る
（
『
史
料
集
明
治
初
期
被
差
別
部
落
』
三
七
九
頁
）
。

（
１
）
た
と
え
ば
原
田
伴
彦
・
上
杉
聰
編
『
近
代
部
落
史
資
料
集
成
』
第
一

巻
「
解
放
令
の
成
立
」
（
一
一
一
一
書
房
、
一
九
八
四
年
）
・
第
二
巻
「
解

放
令
反
対
一
摸
」
（
同
、
一
九
八
五
年
）
。
京
都
部
落
史
研
究
所
編
『
京

都
の
部
落
史
』
六
（
史
料
・
近
代
１
、
一
九
八
四
年
）
、
七
（
史
料
・

近
代
２
、
’
九
八
五
年
）
。

（
２
）
中
尾
健
次
氏
に
よ
れ
ば
、
「
灯
心
」
の
上
納
は
む
し
ろ
冥
加
金
の
性

格
に
近
く
、
厳
密
に
い
え
ば
役
儀
で
は
な
い
と
さ
れ
る
（
中
尾
「
近
世

に
お
け
る
賎
民
支
配
の
構
造
」
『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第
Ⅳ
部
門
。

六
、
地
域
史
の
観
点
か
ら

に
お
け
る
賎
民
支
配
の
構
造
」
『
大
阪
》

第
四
巻
第
二
号
、
一
九
八
五
年
十
二
月
）

。

て
全
国
各
地
の
部
落
史
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
、
重
要
だ
と
考

え
る
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
そ
の
中
心
は
東
京
の
亀
岡
町
で
あ
る
。
時
期

的
に
い
え
ば
一
八
六
八
年
か
ら
わ
ず
か
十
年
間
に
す
ぎ
な
い
が
、
史

料
集
を
た
ん
ね
ん
に
検
討
し
て
い
け
れ
ば
、
こ
の
間
の
人
口
・
戸
数

の
変
動
や
生
活
改
善
・
差
別
撤
廃
の
努
力
の
あ
と
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
も
す
で
に
「
解
題
」
で

ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
あ
る
有
力
者
は
、
こ
の
期
間
だ
け
で

以
下
の
よ
う
に
七
回
の
建
白
書
を
東
京
府
と
内
務
省
に
提
出
し
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
は
自
由
民
権
運
動
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
も
の
も

あ
る
（
「
解
題
」
一
○
五
七
’
八
頁
）
。

一
八
七
一
年
九
月
隣
町
飛
地
合
併
改
称
等
（
史
料
４
２
６
）

一
八
七
四
年
六
月
弾
直
樹
抱
地
処
分
等
（
史
料
３
４
４
）

一
八
七
五
年

（
内
務
省
○

（
史
料
４
２
６
）

一
八
七
六
年
五
月
区
内
吏
員
選
任
等
（
史
料
４
０
６
）

同
年
十
一
月
区
費
軽
減
・
学
問
隆
盛
・
差
別
撤
廃
等

（
史
料
４
１
１
）

一
八
七
七
年
四
月
（
建
言
の
履
行
状
況
の
問
合
せ
）

（
史
料
４
２
６
）

同
年
九
月
町
内
徒
党
禁
止
・
臭
穣
の
業
移
転
等

（
史
料
４
３
７
）

ま
た
同
町
お
よ
び
白
山
神
社
の
絵
図
面
も
十
数
葉
収
録
さ
れ
て
ぉ

（
追
記
）
な
お
『
史
料
集
明
治
初
期
被
差
別
部
落
』
の
う
ち
、
誤
植
そ
の

他
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
 

（
左
）

・
３
頁
下
段
Ⅲ
行
馬
右
衛
門
馬
右
衛
門

・
氾
頁
下
段
阻
行
大
政
官
廻
大
政
官
廻

。
Ⅷ
頁
上
段
ｎ
行
出
所
が

＊
出
所
が

・
皿
頁
上
段
１
行
鞘
シ
侯
類
も
役
シ
侯
類
も

・
脇
頁
上
段
ｎ
行
因
獄
掛

囚
獄
掛

・
珊
頁
下
段
巧
行
不
手
訓
之
者
不
手
馴
之
者

・
川
頁
上
段
⑲
行
此
紺
屋
町
北
紺
屋
町

・
川
頁
上
段
２
行
善
三
郎
手
代
善
三
郎
手
下

（
５
）
部
落
解
放
研
究
所
近
現
代
史
部
会
「
『
部
落
台
帳
』
の
分
析
」
『
部

落
解
放
研
究
』
一
一
一
五
号
、
一
九
八
三
年
九
月
）
。

（
６
）
近
年
の
研
究
論
文
と
し
て
は
、
徳
永
高
志
「
明
治
初
年
の
都
市
民
衆

支
配
ｌ
東
京
府
違
式
詫
違
条
例
制
定
前
後
」
（
雇
史
評
論
』
四
○

五
号
、
一
九
八
四
年
一
月
）
が
あ
る
。

（
７
）
『
解
放
新
聞
』
東
京
版
第
一
六
五
号
（
一
九
八
六
年
六
月
一
日
）
。




